


































































要約:乳幼児健診は、地域住民に定着し浸透しているが、健診後の事後措置、とくに障害を

もつ児・境界児や問題を有する児およびその家族に対する追跡支援は必らずしも満足でき

るものではないことは昨年度に報告した。今年度は、①経過観察健診(発達健診・二次健診

を含めた)とその内容、②精密検診とその内容、③異常と判断された児とその家族に対する

援助を含めた取り扱い、④境界児・問題を有する児とその家族を含めた援助等について検

討し、包括的健康管理・トーターケアからみた異常児・境界児あるいは問題を有する児の

早期発見・早期療育や家族を含めた地域における追跡支援のためのシステムについて研究

した。さらに、異常児・境界児あるいは問題を有する児の早期発見・早期療育のための保

健所、療育を行う施設、地域の専門病院、地域の小児科医会、保育園・幼稚園等の役割分

担について明確化を試みた。また、児童相談所や教育委員会との連携についても検討した。 


